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救
急
搬
送
の
迅
速
化
・
効
率
化

に
向
け
て

　
本
市
に
お
け
る
令
和
７
年
の
救
急
出

場
件
数
は
約
６
万
７
千
件
と
な
り
、
４

年
連
続
で
過
去
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。

高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
今
後
も

救
急
出
場
件
数
は
増
加
が
見
込
ま
れ
、

救
急
搬
送
時
間
の
延
伸
や
救
急
医
療
の

ひ
っ
迫
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向

け
、
救
急
搬
送
の
迅
速
化
、
効
率
化
を

図
る
た
め
の
新
た
な
救
急
情
報
シ
ス
テ

ム
を
４
月
１
日
よ
り
運
用
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
こ
れ
ま
で
救

救急情報システムのメリット

救急情報システムの流れ

急
隊
員
が
口
頭
で
医
療
機
関
に
伝
え
て

い
た
傷
病
者
情
報
を
、
専
用
の
モ
バ
イ

ル
端
末
を
使
い
、
画
像
や
テ
キ
ス
ト
デ

ー
タ
で
医
療
機
関
に
送
信
し
、
共
有
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
確
な
情
報
を

よ
り
早
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
現
場

滞
在
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
救
急
搬
送
困
難
事
案
の
縮
減
に
つ

な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、

救
急
隊
員
が
本
人
や
家
族
の
同
意
を
得

た
上
で
受
傷
部
位
や
身
分
証
、
モ
ニ
タ

ー
な
ど
を
モ
バ
イ
ル
端
末
で
撮
影
し
ま

す
。
命
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

傷病者の身分証などを撮影。
画像データのテキスト部分
を認識し、文字データに変
換するOCR機能により、
正確で効率的な情報収集が
可能です

正確な情報収集

傷病者の傷などを画像で医
療機関と共有。病態の情報
伝達が正確になるほか、同
時に複数の病院へ受け入れ
の照会ができるため、搬送
先の病院を決定する時間を
短縮できます

搬送先の決定を効率化

脈拍などが表示されたモニ
ターの映像など、救急現場
の状況を医療機関とリアル
タイムに共有できます。医
療の早期介入ができ、傷病
者の迅速な治療につながる
ことが期待されます

リアルタイムに情報共有

仙台市救急情報システムの仙台市救急情報システムの
運用を開始します運用を開始します
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救急隊員が、専用のモバイ
ル端末を使用して傷病者の
情報を入力し、医療機関と
データで共有します

医療機関は救急隊員から共
有された情報を基に、傷病
者の受け入れの判断や準備
を行います

早く正確な情報伝達


